
被　　服

2 Gp-12

〔(社)日本家政学会

素材の異なる上半身衣服の着用感と外観

　　　椙山女学園大　生活科学　　井上　尚子

目的　着心地のよい外観の美しい衣服の設計のために、上半身衣服の胴部と袖部について

検討した。ブラウスの着用状況を調査しこれに基づいて、素材の異なる同一パターンの

上半身衣服を製作し、年齢の異なる女子が着用したときの着用感、外観の相違を考察する。

方法　上半身衣服は、FIT方式によりボディ寸法を基にベーシックな製図を行なった。

これを標準サイズＭとして、既に報告した標準偏差値1）を使用して、青年女子用、高齢女

子用にそれぞれＭ士CT、M＋2 aサイズのクレーディンクを行なった。これは、同じ、ク

レーディンクをした場合の、年齢による、不適合部位の差異を明らかにするためである。

素材の選択は、婦人服の最適シルエットデザインの客観的評価法2）を適用して、シルエッ

トの異なる布4種を選定し上半身衣服を製作した。そして、これらの衣服を着用したと

きの着用感、肩、背肩幅、腕付根部、上腕部、頚付根部などにチェックポイントを設定し、

静止時、動作時のフィット性、しわなどの外観の官能評価を行なった。

結果　ベーシックな同一パターンで素材の異なる上半身衣服を着用した結果、高齢女子は、

どの素材においても肩部腕付根部周辺、頚付根部前部中央でつれじわのみられるものが多

く、着用感も低い評価であるが、青年女子は素材によって人体へのフィット性が異なり、

ドレープ性を主張するシルエットに適する素材ほどつれじわ、余りじわの少ない傾向がみ

られ、素材によって外観、着用感は異なり、素材に適した衣服設計の必要性が示唆された。
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　目的年齢によって異なる成人女子のからだつきのシルエットと服装シルエットを組

み合わせ，相互のかかわりによるイメージをとらえることで，着装者が服装シルエット

におよぼす影響や，服装シルエットが着装者におよぼす影響について明らかにすること

を目的とした。

　方法年代別の特徴をとらえたシルエットの抽出については，第44回大会で報告した。

抽出した７つのシルエットを提示資料として，からだつきの異なるシルエットがどのよ

うな体型と評価されるかを調査（女子学生234名）した。また，このうちより４つのシ

ルエットについて，服装シルエット（Ａライン, Xライン, Hライン，バルーン）と組

み合わせた提示資料を作成し，相互のかかわりから得られるイメージをSD法により調

査（女子学生366名，母親163名）し評価を得た。

　結果各年齢グループ①19~24歳②25～34歳③35～44歳④45～54歳⑤55～64歳

⑥65～74歳⑦75～82歳を代表する７つのシルエットを提示した体型の評価は，まず姿

勢に注目され，良いから悪いは年齢の若年から老年にと年齢順に評価された。年齢グル

ープ①③⑤⑦を代表するシルエットと服装シルエットを組み合わせたイメージでは，

からだつきと服装シルエットとの着装バランスの因子が第一因子として抽出された。Ａ

ライン, Xラインは若年に似合うと思われており，老年ではＨラインが似合うと思われ

て，からだつきと服装シルエットは相互に影響を与える評価である。
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